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■生体材料学
　一番分かりやすくて身近なの

は、コンタクトレンズや心臓の

弁ですね。体の中に入れて体の

機能を補ったり、治療効果を出

したりします。体によくなじみ、

体の中で機能を発揮することが

できるような材料を作るのがこ

の学問の分野です。

■研究者のきっかけ
　祖父が薬剤師で薬局を経営し

ていたので、薬の知識があると

人の体を良い方向に変えること

ができるということを体感して

医療に興味を持ちました。大学

では腎臓や心臓、肺の機能を一

時的に代替する透析装置や人工

心肺装置の操作・管理などを行

う臨床工学技士の勉強をしてい

ましたが、このまま医療現場に

入るよりは新しい材料などを研

究して良い物が作れたらと思い

研究者になりました。

■研究内容
　私の研究の柱は二つあって、

一つ目は培養皿の上でがんの状

態を再現して三次元的に組織を

つくり、調べることができるよ

うなモデルを作っています。二

つ目は、人によってがん細胞の

でき方や特性などが全く違うの

で、それぞれのがんに対して、

殺したり、悪化を抑えて共生で

きるようにする機能性材料を作

ろうと日々研究しています。

■がん研究と思い
　私は生物に興味があって、が

んを知ることは生物を知ること

だと思って今の研究をしていま

す。私が仲間たちと考えて見つ

けたことや作り出した材料が、

10年後20年後に少しでも、良く

なる方向へつながったらすてき

じゃないですか。

■研究のおもしろさと醍醐味
　未知のことを新たに発見した

り、自分が考えたことから何か

を作り出すことができるとワク

ワクして面白いですね。研究は、

大きな目標に対して仮説と検証

の繰り返しです。料理を極めた

りゲームをやり込んだりするこ

とと近い感覚だと思います。

■好きなことと仲間
　好きなことは、日々の研究で

すね。研究環境が整っている広

島大学で、ケニアやフィリピン

など世界各国の留学生と文化交

流をしながら一緒に研究ができ

て毎日が楽しいです。研究が進

まなくてしんどい時もあります

が、教授や学生、学外の共同研

究者など研究仲間が頑張って進

んでいる姿を見て、私も頑張ら

なきゃあと思い自然と元気にな

ります。

■市民へ
　私たち自身の細胞からがん細

胞が生まれてしまうので、がん

は誰にでも起こり得る病気です。

がんはそういう病気だというこ

とをもっと知ってもらいたいで

すね。今は、一人一人のがんの

タイプに合わせた個別化医療が

盛んになってきて、これから検

査や治療法もどんどん進化して

いくと思われるので、それをう

まく利用してがんと付き合って

いくことが必要です。何より早

期発見が大切なので検診を受け

ましょう。
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